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「エムスマートシティ熊谷」



「エムスマートシティ熊谷」の概要

所在地 ：埼玉県熊谷市
開発面積 ：18,596.5㎡
総戸数 ：73戸（集会所除く）

既存樹を活かした街区公園

地域の集会所ゆるやかな変化を
意識した街並み

冬の風も考慮した
防風樹計画



「エムスマートシティ熊谷」の概要

① 全棟ゼロエネルギー仕様による環境負荷低減

② 「日本一暑いまち:熊谷」 における 「涼を呼ぶ」 まちづくり

熊谷市「スマートタウン整備事業」における公募型プロポーザル方式で採択

国土交通省「住宅・建築物 省CO2先導事業」採択

環境省「低炭素ライフスタイルイノベーション評価手法構築事業」採択



全棟ゼロエネルギー住宅仕様

エネファーム

ガス会社
電力会社

給湯、暖房

高断熱仕様 ＋ 太陽光発電 ＋ 燃料電池 ＋ パッシブデザイン
（ゼロエネルギー住宅）

創エネ

調エネ

蓄エネ

省エネ



各部位・設備仕様

外壁 木質パネル90㎜（GW24kHG75㎜）

床 木質パネル90㎜（GW24kHG75㎜）

天井 ロックウール200㎜

開口 樹脂サッシLow-eペアガラス（東西面遮熱）

換気 全熱交換型セントラル換気システム

暖房 エネファーム（燃料電池）利用床暖房＋エアコン

冷房 エアコン

給湯 エネファーム（燃料電池）利用給湯

調理 IHクッキングヒーター

照明 LED

排熱 涼風制御システム

HEMS Enecocoコントローラ

創エネ 太陽光発電＋エネファーム（燃料電池）



代表住戸の一次エネ試算
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① 全棟ゼロエネルギー仕様による環境負荷低減

② 「日本一暑いまち:熊谷」 における 「涼を呼ぶ」 まちづくり



熊谷の風

“夏は東から吹く風を活かすまちづくり”



街区の東側に配置した公園



各宅地を涼しくする「パッシブクーリングアイテム」

クールルーバーミストノズル 灌水溶岩柱

生垣 中高木 芝生

保水性瓦コンクリート 保水ブロック 保水玉石



パッシブクーリングアイテムの例： 「ミストノズル」

ミストノズル

保水性インターロッキング

気化冷却による気温の低減

植栽への水やり

保水性インターロッキングからの蒸発冷却



パッシブクーリングアイテムの例： 「クールルーバー」



クールルーバーの適用例



クールルーバーの効果



窓の向こうの“涼しさ”を

室内に取り込むには？



涼風制御システム



涼風制御システムの実測例（8月15日～16日）
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涼風制御システムによる効果



まちの気象台と専用サイト



まとめ

夏のパッシブデザインに注力した熊谷市内のゼロエネル
ギー住宅街区において、その効果をシミュレーションと実測
によって評価した結果、高い効果を確認することができた。

蒸発冷却部材を用いたパッシブクーリングにより、通風時
の取り入れ空気温度を下げ、快適感を高める可能性を確
認できた。

パッシブクーリングにより冷却された外気を効果的に室内
に導くため、エアコンの運転制御と窓開放を一括制御する
システム（涼風制御システム）を開発した結果、快適性を維
持しつつ、省エネルギーを実現できることが明らかとなった。


